
３．病弱教育担当教員間における病気の子どもの教育情報共

有・発信システムの構築 

 

（１）はじめに 

病気のある子どもは，特別支援学校，小中学校の特別支援学級，病院の中にある特別支

援学級（いわゆる院内学級），通級指導教室，そして通常の学級などに在籍している。そし

て，疾患の種類は，多岐にわたり，その症状も多様である。そのため，子どもの教育的ニ

ーズも大きく異なり，担当する教員も，常に最新の情報を把握していることが求められて

いる。また，高度医療を行う医療機関が専門化しており，これらの医療機関にある病弱教

育を行う学校は，その医療機関が対応する疾患に特化した教育を行うこととなる。全国規

模で見たとき，ある特定の疾患のある子どもの教育を担当する学校同士が連携して情報を

共有することは，それぞれの学校に在籍する児童生徒への的確な教育に繋がる。 

また，高度専門医療を行う医療機関に入院する子どもは，都道府県という圏域を超えて

その病院にある学校に転校する。「病気療養児の教育について」（文初特 294 号通知１））に

あるように，病院にある学校に転校した児童生徒にとって，入院前に通学していた学校の

教員や友達との心理的なつながりは極めて重要である。そのためには，病弱教育を担当す

る教員と前籍校との教員とがタイムリーに連携し，さらに前籍校の教員が，病気の子ども

の復学を視野に入れて，その病気を理解し，病弱教育についての知識，理解を深めること

が大切となる。 

上記の認識のもと，国立特別支援教育総合研究所と全国特別支援学校病弱教育校長会(以

下，全病長)とが共同で病弱教育支援冊子「病気の児童生徒への特別支援教育 病気の子ど

もの理解のために」（以下，支援冊子）を平成 19年度から編集，発行している。この支援

冊子は，病気の児童生徒を担当する教員同士が情報を共有したり，前籍校の教員と連携し

たりして，病気の子どもの教育を支援するためのツールとして役立っている。編集の進め

方については，当初は，一堂に会して会議を開催し，メーリングリストを用いて意見交換

を行うなどしていたが，国立情報学研究所が開発した CMS(Content Management System)で

ある NetCommons を導入した結果，WEB 上での支援冊子編集方法が確立し，平成 22 年度か

らは，年間複数の疾患について同時進行による編集が可能となった。 

この支援冊子は，高頻度発症の疾患のみならず，希少疾患も作成している。これを可能

としたのは，2 年毎に行われる全病連による病類調査で，希少疾患を指導している教員を

特定し，全病長から直接指名出来たからである。このように，過去の指導法や現在同じ病

気を担当する教員の存在を知る機会はほとんどない希少疾患についても，ICT を活用し，

その経験知が全国で共有され，活用されていることが確認された。 

これまでは，病弱・身体虚弱教育における授業や行事などの学校教育活動に関する情報

交換は，地域規模や全国規模の研究会で行われ，その場に参加出来ない教員は事実上情報

共有・発信が難しかった。そこで，支援冊子の経験を活かし，地域ごとにある全病連組織

を基盤にした特別支援学校（病弱）のネットワークの上に，ICT を活用し，個々の教員レ

ベルで，病気の子どもの教育情報共有・発信や情報交換が出来る仕組みを構築したいとい

う機運が全病長，全病連で高まり，そのための研究を行うことになった。 
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○全病連担当者と ICT 担当者が校内で別々に置かれている場合，双方の共通理解を図り

つつ，学習指導案の蓄積に関する取組を進めていく必要がある。そこで，全病連担当者も

共にこの WEB に加わり，情報共有・発信を図ることで，各地区の病弱教育に関する情報の

蓄積が進めやすくなる仕組みにすることができるであろう。 

○WEBに公開した二次的な利用を前提として学習指導案を作成していないため，今回は，

学習指導案作成者に了承を得た後，文書を起案してからキャビネットにアップロードした。

今後は，WEBで再配布されることを前提として学習指導案を作成する必要がある。 

 

③支援冊子「病気の児童生徒への特別支援教育 病気の子どもの理解のために」の作製に

おける ICT 利活用による編集システムの構築 

１）支援冊子作製に活用した CMS 

CMS は，大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立情報学研究所が，教育現場

での活用を前提とする情報共有・発信基盤システムとして開発した NetCommons1(平成 21

年 4月に NetCommons2 にバージョンアップ)を使用し，WEBサーバは，国立特別支援教育総

合研究所内の WEBサーバに構築した。新井（2007）２）が，「NetCommons は主として公共機

関をターゲットにした，WEB2.0 世代の情報共有・発信基盤システムである WEB2.0 時代の

情報教育を進める」と述べている。このシステムは，病気の子どもへの教育支援に関する

情報共有・発信のツールとして適していると考えた。 

NetCommonsの特徴としては，外部配信向けのポータルサイトの機能（パブリックスペー

ス），個人のバーチャルオフィスとしての機能（プライベートスペース)，グループの情報

共有・発信のための機能（グループスペース)が１つのシステムの中で統合されていること

をあげている。今回の支援冊子編集においては，主にグループスペースを利用した。グル

ープスペースは「授業」「共同研究」「委員会」「ミーティング」「関心空間」などの目的で

活用でき，アプリケーションファイルの共有，編集作業に必要な資料の共有，電子メール

の一斉配信機能と関連メールの継時表示を行うことができる。 

そのため，全国各地の執筆担当教員のほか，編集協力者，編集事務局担当者が，それぞ

れに必要なデータのやりとり，編集内容とその進捗状況などを各職場に居ながらにして継

時的な会議を行うことにより，情報交換・情報共有・発信することができた。インターネ

ットへの入り口であるポータルサイトの運用にあたっては，編集にかかわる関係者のみが

アクセス可能となるように非公開型とし，病類別に支援冊子を作製する場として電子会議

室を設置した。電子会議室は，「全体での連絡用会議室」，「支援冊子活用を検討する会議室」，

「病類別編集用会議室」等を設定し，それぞれに執筆原稿を共有するためのデータフォル

ダーと諸連絡掲示板を併設した(図 3-5)。掲示板に投稿されたメールは，他の編集担当者

の電子メールアドレスにも同時送信された。 
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本編とパンフレットを新たに作製した。 

支援冊子の目的の一つは，復学支援における活用である。退院することとなった児童生

徒の前籍校の担当教員に，子どもの病気に関する知識，理解を促すため，③の病類別支援

冊子を WEBサイトからダウンロードし印刷して手渡すことで，病院にある学校の教員が質

の高い情報を容易に利用できる仕組みが出来上がった。このことによって，常に最新の医

療情報の提供が可能となり，病気のある子どもに関する教育情報の提供も一定の水準を保

つことが可能となった。さらに，小中学校の通常の学級の教員を対象に作製したパンフレ

ット「病気の子どもの理解のために」も併せて提供することで，学校のない病院の医療者

からも退院前の保護者への教育情報の提供が可能になり，小中学校に対する病弱教育の理

解，啓発が進んだ。 

また支援冊子が掲載されているホームページは，全病長に所属するそれぞれの学校のホ

ームページに，関連づけられたリンク先として掲載され，センター的機能の一環として，

それぞれの都道府県や政令指定都市の状況に合わせて，病院にある学校や小中学校等への

情報提供が進められている。 

 

（５）考察 

本研究において，教育のための情報共有・発信基盤システムとして開発された

NetCommonsを用いたことにより，写真や文書など編集作業に必要な資料や原稿，各学校で

行なわれた授業の学習指導案を一元化することが可能となり，更新状況についても，執筆，

編集担当者それぞれが常に状況把握することができた。このことは，同じ情報を共有する

という点では，極めて効率的であった。 

そして，支援冊子の編集において，NetCommons の電子会議室での編集作業とともに，WEB

会議システムによって，顔を見ながら複数の遠隔地間で編集会議を進めることは，冊子編

集における詳細なやりとりをより確実に行うことができることが改めて確認された。また，

NetCommonsは非同期，非対面という特性をもった情報共有・発信の仕組みであるのに対し

て，WEB 会議システムは，同期，対面であり，それぞれの教員が共感し合いながら作業を

進めることにつながり，モチベーションを高めることがわかった。このことは，小中学校

の病弱・身体虚弱特別支援学級の教員が，学校内の通常の学級の教員からの支援が受けに

くく孤立する傾向にあることから，病弱教育を担当する教員同士が連携し，情報共有・発

信するためのツールとして，WEB 会議システムが有効であることを示唆している。 

また，支援冊子について，保護者や医療関係者がホームページやブログ等で紹介してい

る。病気のある子どもの教育について，教育の専門家である教員が，連携して情報提供し

ていくことが重要であり，情報共有・発信するために支援冊子の作製は有効な手段の一つ

であると考える。そして，支援冊子は，児童生徒が前籍校に復帰する際に行われる連絡会

の資料として使用されたり，小中学校教員の研修にテキストとして利用されたりしている。

これらのことから，病弱教育を担当する教員と通常の学級を担任する教員とが連携するた

めの情報共有・発信ツールとなりうるという意見も数多く聞かれた。ホームページ「病気

の子どもの教育支援」と支援冊子とを連動させることによって，病弱教育を担当する教員

からの的確な情報共有・発信を行い，特別支援学校（病弱）のセンター的機能をより一層

充実させることが可能となると考えている。 

特別支援学校（病弱）で行なわれた授業の学習指導案を PDF形式ファイルで，蓄積する
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ことはできたが，現在の状態では，必要とする学習指導案を検索することはできない。今

後，早急に，学習指導案を NetCommonsのデータベースモジュールに登録し，総務省新 ICT

利活用サービス創出支援事業のメタデータ情報共有・発信のためのガイドライン３）に沿っ

た学習指導案の検索が可能となるシステムにする必要がある。 

これまで散在していた病気の子どもの教育情報を，支援冊子や学習指導案キャビネット

に集約蓄積することは極めて重要であり，その際に，ICT を活用することで，効率的にそ

の作業を行うことが可能となった。このことは，病気のある児童生徒が意欲的に学ぶため

の教育支援や担当教員の教育情報共有・発信を進めていく上で，必須であると考える。ま

た，児童生徒への支援だけでなく家族の支援にもなり得るであろう。さらに，ICT を活用

した情報ネットワークによる新しい授業スタイルは，すでにいくつかの特別支援学校（病

弱）において，病気を理由に長期欠席している児童生徒への教育の機会を提供している。

学校現場において ICT を活用した教育を進めていくときに，重要となるのは，学校内での

推進役となる教員の存在はもちろんであるが，地方自治体（教育委員会），学校管理職，学

校教員間の理解と協力である。そして，学校間の横の情報流通を促進するためには，それ

ぞれの学校単位で取り組む必要があることはもちろんであるが，現存する全病長や全病連

などの組織としてのアプローチが極めて有効であった。 
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